
令和元年度  施設の自己評価 

あけぼの保育園 

園長 古川智恵子 

  

 保護者の皆様に園の日常の保育を理解して頂くため、毎年１２月～1 月にかけて保育

参加を実施しています。 

 クラスに入るのは１日３名迄とし、午前中を子どもたちと一緒に過ごす中で、園での

様子を実際にご覧いただいています。そのアンケート結果より 

 

幼児クラスでは・・・ 

・おたよりで紹介されている遊びを、実際近くで見学できよかった。 

・遊びにルールがあり、それをしっかり守っている子どもがとても大人になったなあと

感じられた。 

・家では忙しさにかまけて、話もろくに聞かずにやったことを叱ってしまうのだが、保

育園ではちゃんと理由も聞いてくれていた。ちゃんと聞かないと分からないことがあ

るな、と反省した。 

・年齢が違っても楽しそうに遊んでいて、縦割りの良さを感じた。 

・年少の息子が年上のお兄さん、お姉さんと一緒に楽しんで遊んでいる姿が見られてよ

かった。来年、年中さんになる息子が楽しみ。 

・家庭では兄や母の後ろについて回っている息子が「俺、緑帽子（年長）だから」と言

って年下の子を守ろうとする姿に成長を感じた。 

・子どもが悪いことをした時に諭したり注意したりするのはとても大事なことですが、

感情的になって注意している（口調が強め）のは、？と思った。もう少し子どもに寄

り添って欲しい。 

・子どもが楽しく行けるはずの園だがそう感じられない。「あっ・・・来たね～おはよ。」

と目も見ずに言ったりする。冷たい。先生のその日の機嫌により左右されることが多

く感じられる。仕事に私情は入れないで欲しい。 

 

乳児クラスでは・・・ ０才児はそのまま、１，２歳児は職員のエプロンやマスク等を

着用し誰かわからないようにして保育室に入ります。 

・家で食べるよりもたくさん食べていて驚いた。 

・家では絶対食べない野菜を普通に食べていて驚いた。 

・離乳食の食べさせ方が参考になった。 

・自分で帽子を被ったり、着替えをしたり、家では手を出しすぎていたなと思った。 

・家では末っ子で甘えてばかりだが、泣いている子の顔をのぞき込んだり、頭をなでて

あげたりする姿を見て、息子なりに他人を思いやれるように成長しているのだなと嬉

しく思った。 

・人数が多いのに一人一人丁寧に接して下さり有難いです。 

・園庭での遊びがわかってよかった。一緒に走り回ったり、遊具に乗ったり楽しかった。 

 

 

 



園より 

● 園でどんな遊びをしているのか、乳児の育児担当制の様子、幼児の異年齢保育の関

わり等を実際にご覧いただき、安心して頂けたようでよかったです。 

また、保育士のかかわり方の一部ですが家庭においても参考にして頂けたようでよ

かったです。 

園での様子をご覧頂き保育内容を理解して頂くことで、よりご家庭と園とで協力し

た子育てが出来るのではと思います。 

 

● しかしながら、保育士の態度で気になるご意見も頂きました。仕事としてやってい

る以上、私情を入れるべきではありませんし、その日の気分で保育すべきではあり

ません。 

また、当然子どもに寄り添うべきであり、ご指摘いただいたことは真摯に受け止め、

全職員で改め保育をしていきます。ご指摘ありがとうございました。 


